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平
成
”
年
２
月
茄
日
、
昭
島
市
民
会
館

に
お
い
て
第
弱
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農

業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
農
業
関
係
者
約
９
０
０
人
が

参
加
し
、
農
業
委
員
会
活
動
方
針
、
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
、
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
等
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
受
賞
式
典
が
行
わ
れ
、

本
市
で
は
２
組
３
名
の
方
が
栄
え
あ
る
受

賞
を
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

第
伍
十
一
羊
泗
鰊
訴

難
鐘鑿

霧繕
へ

窪、

壷
＝撞琴
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穴 グ

○
企
業
的
晨
業
経
営
顕
彰

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

（
特
用
作
物
部
門
）

比
留
間
啓
二
氏

比
留
間
友
子
氏

○
東
京
都
農
業
会
議

農
業
功
労
者
感
謝
状

乙
幡
覺
氏

‘

平
成
”
年
２
月
加
日
、
東
村
山
市
市
民

セ
ン
タ
ー
で
、
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
に
よ
る
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
市
か
ら
本
木
靖
典
氏
が
野
菜

部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
「
都
市
農
業
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授

の
淵
野
雄
二
郎
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
木
靖
典
氏

＃
グ
ー

北
多
摩
地
区
連
合
会

：
‐
霞
秀
農
業
経
営
者
表
彰

琴副

蕾
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議
会
推
薦
の
宮
崎
起
志
委
員
・
田
代

芳
久
委
員
か
ら
４
月
鋤
日
付
で
委
員
の

辞
職
を
し
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、
４

月
過
日
に
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員
会
総

会
で
こ
れ
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新
委
員
は
５
月
晦
日
付
で
吉
田
篤
氏

・
藤
野
茂
氏
の
２
名
が
議
会
よ
り
推
薦

さ
れ
、
同
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
農
業
委
員
囚
紹
苑

『

！

吉田篤委員

議会推薦（2番）
農業経営部会

藤 野茂委員

議会推薦（7番）
土地利用部会

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
「
今
後
と

も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
」
を
認
定
農

業
者
と
し
て
区
市
町
村
長
が
認
定
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
制
度
で
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は
、
今
後
５
年
間

に
取
り
組
む
経
営
改
善
の
内
容
を
記
載

し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
市
担
当
職
員
、

農
業
委
員
、
農
業
振
興
事
務
所
職
員
等

が
相
談
、
指
導
に
応
じ
ま
す
。

畦
匡
馨
・
狸
雪
睦
薄
践
睡
健
蛎
踊
種
諏
錬
凋
溺
鵡
塑
湘
酒
飼
口
罰
到
闘
勇
詞
自
詞
調
圏
電
罰
司
勺
碩
劃
、
司
刷
翌

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
東
京
都

農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
無
料

簿
記
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
、
６
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
毎
月
行
い
ま
す
。
講
習
内
容
は
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
記
帳
の
仕
方
な
ど
、

受
講
者
の
希
望
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
も
す
で
に
６
月
か
ら
開
催
し

鱈
繕
凝
霧
渥
潔
罎
議
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認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
農
業
者
は
、

自
ら
の
経
営
内
容
を
分
析
し
計
画
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
能
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
認
定
農
業
者
は
、
低
利
融
資

や
各
区
市
町
村
独
自
の
補
助
金
、
税
制

上
の
特
例
措
置
、
情
報
提
供
な
ど
の
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
認
定
農
業
者
は
、
平
成
躯
年

３
月
に
初
め
て
ｎ
人
の
方
が
認
定
さ
れ

て
以
降
漸
増
し
、
本
年
３
月
に
新
た
に

２
人
の
方
が
認
定
さ
れ
岨
人
と
な
り
ま

し
た
。・

下
田
智
道
氏
（
三
シ
木
在
住
）

．
本
多
和
教
氏
（
立
川
市
在
住
）

（
認
定
年
月
日
平
成
師
年
３
月
潴
日
）

て
い
ま
す
が
、
受
付
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

・
講
習
期
間
平
成
師
年
６
月
か
ら
平

成
記
年
２
月
ま
で
（
毎
月
１
回
）

・
受
講
料
無
料

・
場
所
中
部
地
区
会
館
（
市
役
所
４
階
）

（
注
）
パ
ソ
コ
ン
の
準
備
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
管
理
推
進

月
間
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
８
月
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
地
は
食
糧
生
産
の
場
で
あ
り
、
ま

た
環
境
保
全
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
う
大
切
な
資
産
で
あ
り
ま

す
。

次
世
代
に
優
良
な
農
地
を
残
す
た
め
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
遊
休
農
地

及
び
違
反
転
用
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
は
、
８
月
妬
日
か
ら

訓
日
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査

』
”
弓
■
。
ｂ
■
。
Ｐ
Ｌ

名
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
の
実
施



(3) むさしむらやま

武
蔵
村
山
市
の
〃
農
あ
る
風
情
″
を
感

じ
る
風
景
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

武
蔵
村
山
を
愛
し
て
く
だ
さ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

【
応
募
規
定
】

平
成
妬
年
岨
月
以
降
に
撮
影
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
１
人
２
点
以
内
と
し
、

未
発
表
の
も
の
で
、
作
品
１
点
ご
と
に

「
応
募
票
」
を
裏
面
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
》
い
◎

作
品
サ
イ
ズ
は
、
四
つ
切
り
（
ワ
イ

ド
可
）
又
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
と
し
ま
す
。

（
注
）
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
や
感
熱
紙
で
の

応
募
は
不
可
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
ー
使
用
の
場
合
は
、
普
通
用
紙
で

は
な
く
写
真
用
紙
を
使
用
の
こ
と
。

な
お
、
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
被

写
体
が
人
物
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
の

承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】

持
参
、
郵
送
又
は
宅
配
便

’
一
・
｜
・
’
｜
》
一
括
・
妄
ゞ
篭
、
ｒ
・
厚
．
ゞ
一
二
戎
ｒ
‐
・
峰
．
窒
劇
瞳
苗
画
薦
融
北
・
寧
痴
罪
ご
尭
壼
蓼
龍
哩
言

農
あ
る
風
情

尋
巻
漕
濠
沖
鰭
鍔
鶴

武
蔵
村
山
市
塵
塗
象
権
宮
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

ま
す
。

【
応
募
締
切
り
】

平
成
”
年
皿
月
末
日
必
着

【
表
彰
】

・
最
優
秀
賞
１
名

・
優
秀
賞
２
名

・
佳
作
２
名

発
表
は
入
賞
者
に
直
接
連
絡
。

【
問
合
せ
・
作
品
送
付
先
】

〒
２
０
８
Ｉ
８
５
０
１

武
蔵
村
山
市
本
町
１
ｌ
１
１
１

武
蔵
村
山
市
役
所
産
業
観
光
課

農
政
グ
ル
ー
プ

電
０
４
２
１
５
６
５
１
１
１
１
１

内
線
２
２
６

＊
入
賞
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
著
作
権
は
ク
ラ
ブ
に
帰
属
い
た
し

市
で
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
た
め
に
、
農
業
実
習
の
受
入
先

と
な
る
協
力
農
家
を
探
し
て
い
ま
す
。

研
修
後
は
そ
の
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
入
先
と
な
り
ま
す
。

＊
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
か
ら
生
じ

る
未
利
用
農
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
将
来

展
菫

平
成
飢
年
に
農
地
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
相
続
等
に
よ
り
新
た
に
農
地
権

利
者
と
な
っ
た
方
は
、
農
地
の
大
小
、

市
街
化
調
整
区
域
・
市
街
化
区
域
を
問

わ
ず
、
権
利
を
取
得
し
た
日
か
ら
皿
か

月
以
内
に
農
業
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
届
出
者
、
虚
偽
報
告
者
に
は
加
万

円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

に
わ
た
り
市
民
に
新
鮮
で
安
全
な
農
産

物
の
供
給
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
の
農
家
か
ら
農
作
業
の
手
伝
い
の
依

頼
が
あ
っ
た
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
方
を
紹
介
し
、
一
定
期
間
、
作
業
実

習
を
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

固
市
役
所
産
業
観
光
課

（
露
０
４
２
１
５
６
５
１
１
１
１
１

内
線
２
２
６
）

鍵
珊

市
街
化
調
整
区
域
内
農
地
の
貸
借
に

つ
い
て
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
利
用
権
設
定
で
、
農
地
の
貸

し
借
り
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
貸
し
た
農
地
は
期
限
が

来
れ
ば
必
ず
返
還
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

期
間
満
了
前
に
貸
し
手
と
借
り
手
の
双

方
に
通
知
が
届
き
、
利
用
権
の
再
設
定

に
よ
り
継
続
し
て
貸
し
借
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

こ
の
利
用
権
設
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の

適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
を
貸
し
付
け

て
も
猶
予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
後
相
続
が
あ
っ
た
場
合
も
、
貸
し
付

け
て
い
る
農
地
は
相
続
税
納
税
猶
予
制

度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
農
業
委
員
会
事
務
局

蝋

’
多
摩
開
墾
内
の
道
路
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
通
行
す
る
大
切
な
道
路
で
す
。

道
路
内
で
は
優
し
い
運
転
に
心
が
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ｄ
Ｊ
‐
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・
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吟
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・
‐
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(4)むさしむらやま

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給
者

数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
と
し
て
平
成

皿
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
第
一
号

被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か
な

老
後
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
へ
国
民
年
金

に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

支
払
う
保
険
料
は
、
・
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

固
農
業
委
員
会
事
務
局

害
虫
防
除
等
へ
営
農
上
行
わ
ざ
る
を
得

法
令
等
で
認
可
さ
れ
た
設
備
を
使
わ

な
い
焼
却
は
、
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
外
と
し
て
樹
木
・
農
作
物
の
病

導
対
象
と
な
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場
合
は
、

天
候
や
風
向
き
を
考
慮
す
る
な
質
周

辺
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ

さ
い
。

周
辺
か
ら
の
苦
情
が
あ
っ
た
際
に
は
指

な
い
理
由
が
あ
れ
ば
実
施
で
き
ま
す
が
、

農

勺
叩
３

号
侭
農
業
振
興
基
本
汗

平
成
”
年
４
月
略
日
、
議
員
立
法
に
度
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
農
業
者
の
皆
現
在
、
市
内
に
は
体
験
型
市
民
農
園

よ
る
都
市
農
業
振
興
基
本
法
が
可
決
・
さ
ん
の
日
頃
の
考
え
や
意
見
等
を
出
し
が
２
園
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
立
し
ま
し
た
。
合
い
、
今
後
の
農
業
振
興
に
役
立
て
る
体
験
型
市
民
農
園
は
、
市
民
の
農
業

都
市
農
地
は
、
新
鮮
な
農
産
物
の
供
た
め
に
、
市
内
３
か
所
で
農
業
者
座
談
体
験
の
場
、
，
ま
た
市
民
交
流
の
場
と
し

給
の
み
な
ら
ず
ぶ
多
面
的
な
機
能
を
有
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
不
足

す
る
重
要
葱
資
源
と
葱
や
ｘ
い
雀
式
↓
当
日
は
東
京
都
農
業
会
議
事
務
局
し
て
い
る
状
況
で
す
。

基
本
法
は
、
都
市
農
業
の
振
興
に
関
長
の
北
沢
俊
春
氏
を
招
き
、
有
意
義
な
そ
こ
で
、
農
園
の
開
設
に
ご
協
力
い

し
、
巨
暑
基
本
理
念
や
国
及
び
地
方
公
共
団
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
の
責
務
等
を
定
め
や
都
市
農
業
の
振
農
業
委
員
会
で
陸
座
談
会
で
の
意
見
．
固
市
役
所
産
業
観
光
課

興
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
要
望
を
も
と
に
今
後
、
関
係
機
関
に
対
（
冠
０
４
２
１
５
６
５
１
１
１
１
１

る
こ
と
に
よ
り
、
①
都
市
農
業
の
安
定
し
て
要
望
等
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
内
線
２
２
６
）

的
な
継
続
、
②
都
市
農
業
の
有
す
る
機
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
《
ｉ
ｌ
Ⅷ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
鈴

一
瀧
繍
議
繕
認
鵡
一

能
の
適
正
か
つ
十
分
な
発
揮
、
を
通
じ
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
に
資
す
る
一

ま
た
う
基
本
法
第
８
条
で
は
、
政
府
ｌ
生
産
鳴
臘
蝉
，
闇
似
露
柵
臘
柵
臘
な
吟
碑
沁
鵡
辨
蝋
帥
沖
徽
糾
緊
一

一
必
鋤
垳
却
矛
』
』
の
鼎
い
夏
を
乗
り
切
一

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

に
対
し
、
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
、
，
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
死
亡
・

税
制
上
又
は
金
融
上
の
措
置
等
を
講
じ
疾
病
等
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き
な
ぐ

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
〃
今
後
、
そ
の
な
っ
た
農
地
の
買
い
取
り
請
求
に
つ
い

た
め
の
必
要
な
関
係
法
令
の
整
備
・
改
て
、
一
随
時
農
業
従
事
者
等
に
対
し
、
あ
つ
一
編
嶋
員
順
袖
肺
捌
一

善
が
早
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
庄
一

れ
ま
す
。
．
詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
あ
っ
せ
ん
等
で
取
得
し
た
生

産
緑
地
の
期
間
（
鋤
年
）
は
前
所
有
者

の
期
間
を
継
承
し
ま
す
。
鈴
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
《
》

｝
。
■
〃
《
。
毎
△

鴬
雷
魍
謹
雷
催
さ
ね
季

農
業
委
員
会
で
は
、
最
近
の
農
地
制

度
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
農
業
者
の
皆

さ
ん
の
日
頃
の
考
え
や
意
見
等
を
出
し

合
い
、
今
後
の
農
業
振
興
に
役
立
て
る

た
め
に
、
市
内
３
か
所
で
農
業
者
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
当
日
は
、
東
京
都
農
業
会
議
事
務
局

長
の
北
沢
俊
春
氏
を
招
き
、
有
意
義
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
陸
座
談
会
で
の
意
見
・

要
望
を
も
と
に
今
後
、
関
係
機
関
に
対

し
て
要
望
等
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

潔


